
三重県議会事務局における内部統制の方針 

 

三重県議会事務局における内部統制の方針を、以下のとおり定めます。 

 

１ 内部統制の基本的な考え方 

三重県議会事務局では、法令や社会規範、ルール、マナーを遵守するとともに、正確、誠

実かつ公正に職務を遂行し、説明責任を果たすことによって、県民の皆さんの信頼を確保す

るため、コンプライアンスを推進しています。 

内部統制の導入により、リスクを認識したうえでそのリスクに備え、事務の適正な執行を

確保することで、コンプライアンスのさらなる推進を図ります。 

 

２ 内部統制の目的 

（１）業務の効率的かつ効果的な遂行 

業務の目的達成に向け、リスク評価やリスク対応を整備することで、効率的かつ効果

的に業務を遂行します。 

（２）財務報告等の信頼性の確保 

県民が県政の状況を確認するうえで極めて重要な情報である予算、決算等に係る財

務報告等の信頼性を確保します。 

（３）業務に関わる法令等の遵守 

県民からの信頼は全ての業務の礎となることから、安定的かつ持続的に行政サービ

スを提供するため、法令遵守をはじめとしたコンプライアンスの推進を図ります。 

（４）資産の保全 

県民と共有する県の資産や情報等の取得、使用及び処分が正当な手続きや承認のも

とで行われるよう、その保全を図ります。のもとで行われるよう、その保全を図ります。 

 

３ 内部統制の対象とする事務 

内部統制の対象とする事務は、地方自治法第１５０条第１項第１号の「財務に関する事務」

のほか、コンプライアンスを推進するうえで、リスクが高く対応が必要と考えられる範囲の

事務とします。 

 

４ 内部統制の実効性の確保 

（１）推進・評価体制の構築 

事務局長を実務責任者とする事務局の推進・評価体制を構築します。 

（２）評価報告書の作成及び公表 

内部統制の整備状況及び運用状況について、毎年度評価し、県民の皆さんに公表します。 

（３）監査委員との意見交換 

監査の実施によって得られた監査委員の知見を活用するため、適宜、監査委員 

との意見交換を行い、より効果的な内部統制の整備及び運用につなげます。 

（４）内部統制の見直し 

内部統制の整備及び運用に係る評価結果、評価結果に基づく監査委員や県議会からの

意見等をふまえ、適宜、内部統制の見直しを行います。 

 

令和３年４月１日  三重県議会議長 日 沖 正 信    


